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5 　 セ ロ ト ニ ン ・ ト ラ ン ス ポ ー タ ー 遺 伝 子 多 型 は

統合失調症関連パーソナリティと関連するの

か ？
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【背景】 近年分 子生物学 的ア プ ロ ー

チ が 精神疾

患 の 病因や病態 の解明の
一

手法と して用 い られる

ように なり, こ う した ア プロ
ー

チ は パ
ー

ソ ナ リ テ

ィ の 次元 にまで適用 され るよう にな っ て い る .
い

く つ か の研究で は脳 内神経伝達物質と関連する遺

伝子多型 と の相関が示唆さ れて おり, パ
ー

ソ ナ リ

テ ィ の 生物学的基盤 の 解明の 手 がか りを提供され

る可能性があ る . こ れまで 相関が ある と報告 され

た神経伝達物質の 遺伝子多型 と パ
ー ソ ナ リテ ィ と

して は
, 例えば, 1) ド

ー パ ミ ン D 4 受容体多型と新

奇追求性 ( n o v elt y s e e ki n g) と の 相 関 ( E b st ei n

e t a
,
19 96) , 2) セ ロ ト ニ ン

･

トランス ポ ー タ ー

(5 -

H
′

I T ) 遺伝子多型 と神経症傾 向 ( n e u r oti ci s m )

と の 相関 ( Le s ch et al , 1 99 6) , 3) シ ゾイ ド傾向と

5 - H T 遺伝 子 多型 と の 相 関 ( G oli m b e t e t al ,

20 03) 等が あげられる .

本研究 は, ミ ュ ン へ ン人格検査 ( M P T) を健常

者に実施 し, セ ロ ト ニ ン
･

トラ ン ス ポ ー タ ー 遺伝

子多型 (5
-

m L P R) と の 関連を検討した . ミ ュ

ン ン へ ン 人格検査 は , Z e r s s e n らによ っ て 開発 さ

れた 人格検 査で , 神経症傾 向, 外向性, 欲求不満

耐性, 硬直性, ス キ ゾイ ディ ア の 5 つ の 次元 の 人

格傾向を評価する .
これ は, 神経症傾向や統合失

調症 関連人格を含む包括的なパ ー ソナリ テ ィ検査

で あ る こ とか ら, 両者を 同時に 検討 する こ と で ,

パ ー ソ ナ リテ ィ と セ ロ ト ニ ン
･

トラ ン ス ポ ー タ ー

と の 関係をより明 らか にする可能性が あると考え

られた .

【方 法】 勤労 成 人 112 名 の 男性 を対象に , 5 -

H m P R と各次元 の 平均得点を比較 した . 共分散

分析 ( a n aly si s of c o v a ri a n c e : A N C O V A) を 伺 い

て M F r 下位尺度得点 と遺伝子型 と の 関連を検討

した .

【結果】 all el e の 頻度は 1 型 17 % , s 型 8 3 % で あ

っ た . ま た , 遺伝子型 の 分布 は 1/1 型 3 % ( n - 3) ,

1/ s 型 29 % ( n - 3 2) , s/ s 型 6 9% ( n - 77) で あ っ た .

これ らの結果 は , これまで報告され て い る日本人

の デ ー

タ と ほ ぼ
一 致 し た . M F r 下 位尺度得点 と

遺伝子型と の 関連で は, ス キゾイ ディ ア の 次元 に

お い て
,
S 型 ( s/ s) の 平均得点 が L 型 ( s/1 ＋l/l)

に比べ 有意 に高か っ た .

【結論】 本研究で は, 統合失調症関連パ ー ソ ナリ

テ ィ と セ ロ ト ニ ン
･ トラ ンス ポ ー

タ
ー

遺伝子多型

と の 間に相関が認 め られた .

一 方不安関連パ ー ソ

ナ リ テ ィ で ある神経症傾向 との 間 に相 関は見出さ

れなか っ た . 近年統合失調症 の 陰性症状が セ ロ ト

ニ ン系の機能不全 と関連して い る こ と を示唆する

報告があ るが , 陰性症状と統合失調症 の 病前性格

と の 等価性が指摘されて い る こ とを考え合わせ る

と , 本研究 の 結果 は こ れら を支持する結果で ある

と考 え られた .

6 　 神 経 心 理 検 査 ア ー バ ン ズ （ R B A N S ） を 用 い

た精神疾患の認知機能評価
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R B A N S ( R e p e at a bl e B a tt e I Y fo r th e A s s e s s m e n t

of N e u r o p sy c b ol o gi c al St at u s) は , 199 8 年 に米 国

の R a n d olp b に より開発 され た, 種々 の 脳疾患 に

合併する高次脳機 能障害を短 時間で繰り返 し評価

しうる神経心理テ ス トで あ る . すで に統合失調症

にも応用 され, 職業的予後を精度よく予測すると

い う . 今回我 々 は , 現 在作成途中の R B A N S 日本

語版 を用い て , 統合失調症 と気分障害, ア ル ツ ハ

イ マ ー 病における認知機能評価 を行 い , 先行研究

と比較検討した .

対象は新潟大学医歯学総合病院で 治療中の 患者

17 名で , 全員か らイ ン フ ォ
ー ム ド コ ン セ ン トを得

た . 対象を臨床症状 が安定 し, 著 しい 意欲や注意

の 障害を認 め な い 患者に 限定 して R B A N S を施 行


